
▲ 3月 11 日に市内 4中学校で行なわれた
卒業式（下稲吉中学校）

人口と世帯
平成 20年 3月 1日現在　　  44,906 人（男 22,722 人、女 22,184 人）15,420 世帯

コンビニや金融機関などに広報誌を設置します･････ｐ.4
4月から健診の仕組みが変わります････････ｐ .5 32008
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称
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地
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福
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や
ま
ゆ
り
館
を
完
成
さ
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、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し

て
い
ま
す
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こ
の
施
設
は
、
現
在
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
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少
子
化
・
高
齢
化
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核
家
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な
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ざ
ま
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す
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し
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し
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た
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介
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育
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お
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子
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齢
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。
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テ
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等
か
つ
十
分
な
福
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ら
れ
て
い
な
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会議室
ホール、ロビー

健康づくりコーナー

キッズコーナー
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た
め
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町
村
建
設
計
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に
基
づ
い

て
行
な
う
事
業
で
、
一
体
性
の
速
や

か
な
確
立
を
図
る
た
め
、
ま
た
は
均

衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
た
め
に
行
な

う
公
共
的
施
設
の
整
備
事
業
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
合
併
年
度
お
よ
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こ
れ
に
続
く
十
カ
年
度
に
限
り
、
そ
の

財
源
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
地
方
債
の
こ
と
で
す(

全
体
事
業
費

の
95
％)

。
そ
の
元
利
償
還
金
の
70
％

は
地
方
交
付
税
と
し
て
後
年
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

下稲吉中学校
下稲吉東小学校

概ね 0歳から 3歳ま
での親子を対象とし、親
子で一緒に遊べる場を提
供し、育児相談、読み聞
かせなどの事業を展開し
ていきます。談話コー
ナー、子育てコーナー、
授乳室が隣接していま
す。また、この部屋か
ら屋外の遊具広場･砂場
へと通じており、遊び
終えた後に汚れを落と
せるようにシャワーを
設置しています。

足湯コーナー

広々としたコミュニ
ティースペース。館内
全体を見渡すことがで
きる世代間交流の場に
なります。

最大 70人が利用できる会議室。
パーテーションで 30人用と 40人
用の2つの会議室として区切ること
も可能です。プロジェクターを備え
ておりプレゼンテーションなどにも
利用できます。

 ※ 写真は 3月上旬に撮影したもので、室内の備品が整っておりません。
※施設を利用するには料金が発生しますが、これについては次号の広報誌に
　掲載いたします。また、市のホームページでもお知らせいたしますので
　そちらもご覧ください。

位置図

運動の後に足の疲れを
いやすことができます。
外の景色に触れながら、
新たなコミュニケーショ
ンの場としてもご利用い
ただけます。

下稲吉東小学校に隣接して
おり、神立駅からは約1.4km。
コミュニティバスの路線･時刻
も 4月から変更になり、当施
設の前を通りますので、ご利用
する方は 3月上旬配布の「コ
ミュニティバス利用ガイド」を
ご覧ください。

JR神立駅
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65 歳以上の一般高齢者を対象
に健康づくり教室を開催し、介護
を必要としない健康な老後を目指
すため介護予防事業などを展開し
ます。トレーニング用の機材は一
般の方も使用できるもので、事業
の空き時間は市民に開放し、活用
を促進します。
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4月から健診の仕組みが変わります

ＳＴＥＰ１　特定健診の案内
年に１回、医療保険者から送られてくる健診の案内（受診券）に従い、
健診会場（保健センター・医療機関など）で受診します。国民健康
保険の加入者には、６月上旬頃受診券を送付する予定です。

ＳＴＥＰ2　特定健診の受診
新たに加わった「腹

ふくい

囲測定」などで、メタボリックシンドロームのリ
スクを調べます。受診券・健康保険被保険者証をご持参ください。

ＳＴＥＰ3　判定・結果通知
メタボリックシンドロームの判定結果と健診結果を通知します。生活
習慣を改善する必要性の度合いから、保健指導のレベルを区分します。

ＳＴＥＰ4　特定保健指導
判定結果をもとに、必要な方に対し、保健師や栄養士などが、面談
や電話などで生活習慣改善の支援・アドバイスを行ないます。

※政府管掌健康保険
　加入者本人の健診について
生活習慣病予防健診を受診して
いる方は、特定健診ではなく、
健診内容が充実しているこれま
でどおりの健診を受診ください。

 特定健診 って何？
　近年、日本人の生活習慣の変化

などにより、心疾患など生活習慣

病を原因とする死亡は、全体の約

３分の１にものぼると推計されて

います。

　内臓脂肪を減らすことで、これらの病気の発症

を抑えられることが明らかになってきているため、

メタボリックシンドロームを改善し、生活習慣病

を予防しようという新しい健診が「特定健診」です。

★特定健診の流れ

各種がん健診は
今までどおり40歳以上
の市民（子宮がん健診
は20歳以上、乳がん健
診は 30 歳以上の女性）
を対象にかすみがうら
市が実施します。

（ＳＴＥＰ1～4）

詳しくは、4月に配布される健康カレンダーをご覧ください。
［問い合わせ先］　健康増進課  ☎内線2462　／　国保年金課  ☎内線1142

国　

保

ご自分の保険証のご確認を！
4月からは、加入している医療保険者（国民健康保険・
政府管掌健康保険・組合管掌健康保険・共済組合など）
が特定健診の案内・実施をします。受診する場所な
ど基本的にはこれまでの健診と変更はありません。

社会保険に加入されている40歳以上75歳未満の方は、加
入している保険者のもとで特定健診を受診します。また、そ
の被扶養者の方で40歳以上75歳未満の方にも医療保険者
から特定健診の案内が届きます。

国民健康保険に加入さ
れている40歳以上75
歳未満の方は、市が実
施します。

後期高齢者医療保険者
が実施します。
（一定の障害がある65
歳以上の方を含む）
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市
で
は
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広
報
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す
み
が
う
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」
や
「
議
会
だ
よ
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」
な
ど

の
広
報
誌
を
自
治
会
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布
し
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
は
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
住
民
の
皆
さ
ん
に

も
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
、
公
共
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設
の
ほ
か
に
図
の
よ
う
な
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融
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協
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議
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設
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る
こ
と
に
な
り
ま
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た
。
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）
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40歳以上の方の「基本健診」は、
「特定健診」と名称が変わり、　40歳から74歳までが対象となります。
75歳以上の方も、検査項目が異なりますが一緒に受診してください。
※被用者保険（政管健保・組合健保など）の被保険者はそれぞれ加入している保険者にご確認ください。
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ま ち の お 知 ら せ ま ち の お 知 ら せ

農業委員会からのお知らせ

許可申請書の提出期限が変わります
　4月から許可申請書の提出期限が毎月10日に変
更になります。（10日が土日祝日の場合は翌日）
　また、届出書などの提出については従来どおり
随時受け付けをいたします。
問農業委員会事務局　☎内線2702

種　　別 一般・技術幹部候補生

受付期間 4月 1日（火）～ 5月 12日（月）

応募資格

平成 21 年 4 月 1 日現在、次の各号のいず
れかに該当する者
（1） 22 歳以上 26歳未満で大学卒業程度の

学力を有する者
（2） 学校教育法に基づく大学院の修士（海

上技術幹部候補生にあっては理学修士
または工学修士）の学位を受けた者（平
成 21 年 3 月学位取得見込みを含む。）
については、28歳未満の者

（3） 20 歳以上 22歳未満で、学校教育法に
基づく大学を卒業した者（平成 21 年
3月卒業見込みの者を含む。）

給　　与
大学卒    ：212,700 円（H19.4.1 現在）
大学院卒：230,100 円（H19.4.1 現在）
ボーナス：4.5 カ月（年）

試　　験

1次：5月 17日（土）
　　　5月 18日（日）【飛行要員のみ】
2 次： 6 月 17 日（火）～ 6 月 20 日（金）

のうち指定する 1日
3次： 7 月 16日（水）～ 8月 2日（土）
　　　【飛行要員のみ】

入隊時期 平成 21年 3月下旬～ 4月上旬

問自衛隊茨城地方協力本部　土浦地域事務所
　☎ 029-821-6986

　HP　http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/
市総務課　☎内線 1523

自衛隊幹部候補生を募集します

平成20年度固定資産税の縦覧
ができます
　土地および家屋の納税者は、固定資産の評価額
などを縦覧帳簿で確認できます。
◆縦覧期間　4月1日（火）～4月30日（水）
　　　　　　（土日祝日を除きます）
◆時間　9:00～12:00／13:00～16:00
◆場所　税務課および霞ヶ浦庁舎市民窓口課　
◆縦覧できる方
　   固定資産税（土地または家屋）を納税されてい
る方／納税者の同居親族で納税者から委任があ
ると認められる方／納税者からの委任状を持参
された代理人
◆手数料　期間中、手数料は無料
◆必要書類
　 来庁された方の本人確認のため、運転免許証な
どの公的な身分証明書をお持ちください。（なる
べく納税通知書、課税明細書を持参ください。）
問税務課　☎内線1126

安心・安全に赤ちゃんを産むために！
妊婦健康診査の公費負担が増えます
　４月１日から妊婦健康診査費用の公費負担の助
成回数をこれまでの2回から５回に増やします。
3月31日までに、受診票の交
付を受けている妊婦さんには新
しい受診票をお送りします。
　4月1日から旧受診票は使用
できなくなりますのでご注意く
ださい。（乳児健康診査受診票
は既に交付された綴りのものを
ご使用ください。）
問健康増進課　☎内線2462

妊婦健康診査受診票が
入っているつづり

米・麦・大豆生産者への品目横断的
経営安定対策が見直されます
　平成20年産から「水田経営所得安定対策」と
いう名称に変わり、小規模農家にも加入の道が開
かれます。
◆主な見直し内容
① 米・麦・大豆について、熱意を持って営農に取り
組み、周囲からも地域農業の担い手と認められた
方（認定農業者と集落営農組織）が本対策へ加
入できるよう、市町村特認制度が新設されます。
②農家への交付金の支払い時期を早くします。
③ 提出書類を大幅に削減・簡素化し、申請時期を
４月から６月に一本化します。
④ 収入減少影響緩和対策（旧ナラシ対策）を充実さ
せ、大幅な収入減少にも対応できるようにします。
なお、生産調整実施者であるかを国が確認します。
問・農林水産課　☎内線2505
　・茨城農政事務所地域第二課　☎029-843-6875

市民懇談会を開催します
◆日時　5月24日（土）14：00～
◆場所　あじさい館会議室
◆内容　・まちづくりについての講演
　　　　　講師：長谷川幸介先生（茨城大学准教授）
　　　　・まちづくりについての意見交換
　　　　　市民による意見・提言などの発表
★まちづくりに関する意見・提言を募集します★
　市民懇談会の開催に伴い、皆さまの意見提言を
募集します。意見・提言は懇談会当日発表してい
ただきますので下記要領にてご応募ください。
◆応募資格　市内在住の方
◆ 応募方法　広聴広報課にある意見・提言書で
　4月25日（金）までに申し込みください。
問広聴広報課　☎内線1152

「市消費生活相談員」を募集します
　平成20年度の消費生活センター開設に向けて
「かすみがうら市消費生活相談員」を1人募集します。
◆ 業務内容　消費生活に関する相談や知識の普及、
その他消費生活の安定と向上に関すること
◆ 応募条件　次のいずれかに該当する者
　 ●消費生活専門相談員［（独）国民生活センター］
●消費生活アドバイザー［（財）日本産業協会］
●消費生活コンサルタント［（財）日本消費者協会］
●消費生活相談を3年以上経験している方
◆勤務場所　かすみがうら市役所　霞ヶ浦庁舎
◆ 勤務時間など　毎週月・水・金の8：30～17：
30まで（休憩1時間を除く8時間）1年間
◆ 応募方法　4月8日（火）までに市販の履歴書
と資格を証する書類の写しを持参または郵送し
てください。
　問観光商工課　☎内線2522

新しい予防接種の制度

中学1・高校3年生に
追加予防接種

　平成18年度から幼児期の麻しん単独ワクチン
は1回接種から、麻しん風しん混合ワクチンによ
る２回接種に変更になりました。
　昨今、若年を中心としたはしかの流行から、予
防接種を1回しか受けていない世代の免疫を高め
るため、定期予防接種として平成20年度から5年
間、中学1年生と高校3年生（相当する年齢）へ
の2回目の予防接種を実施することになりました。
◆ 対象者　市内在住の中学１年生と高校３年生（相
当する年齢の方）
◆実施機関　平成20年４月１日～平成２１年３月３１日まで
◆接種料金　実施期間内の対象者は無料
※ 対象者へは、個別に通知する予定です。
問健康増進課　☎内線2462

申

有料広告欄有料広告欄有料広告欄
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有料広告欄 有料広告欄

ま ち の お 知 ら せ ま ち の お 知 ら せ

☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆

国民年金 news
社会保険庁から「お知らせ」が郵送されます

順次、すべての方へ加入履歴が届きます。

★ねんきん特別便とは
　年金記録問題の約 5,000 万件の未統合記録と基礎年金

番号で管理されている記録との名寄せ（氏名、性別、生年

月日の突き合わせ）などを行ない、記録が年金に結びつく

可能性がある方、その他の年金受給者、現役加入者に順次、

平成 19年 12月以降、加入期間および公的年金加入履歴

を記載した「ねんきん特別便」が社会保険庁から送付され

る予定です。

問い合わせ先
・国民年金基金ＨＰ　http://www.npfa.or.jp/
・ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165
・国保年金課　　　　☎ 内線1146

▶被保険者証をお届けする時期

後期高齢者医療制度の被保険者証が送付されます　　　

平成 20 年 4 月 1 日の時点
で75歳以上の方

（一定の障害がある方は65歳以上）

3月中に郵送されます（1人1枚）
現在、限度額適用・標準負担額減額認定証や特定疾病療養受療証
をお持ちの方へは、一緒に同封して郵送されます。

いよいよ

4月から

▶被保険者証の有効期限
　今回送付する被保険者証の有効期限は、4月 1
日から平成 21年 7月 31日までの 1年 4カ月
です。自己負担額は、平成20年 7月 31日まで
は、現在の老人保健制度のものが引き継がれます
が、平成20年 8月から、前年の所得によって変
更になる方には7月に被保険者証の変更のお知ら
せをします。

平成20年４月１日から、
75歳以上の方（65歳以上で一定の障害のある方）
を対象とする後期高齢者医療制度が
始まることに伴い、
新たに後期高齢者医療の被保険者証が
一人一人に送付されます。

・茨城県後期高齢者医療広域連合
　［制度に関すること］ 　  ☎ 029-309-1212
　［被保険者証に関すること］☎029-309-1213
　HP　 http://www.ibaraki-
　　　 kouikirengo.ecnet.jp/
・市国保年金課　☎内線1144

お 問 い 合 わ せ

4月1日から、
医療機関の窓口に
 新しい被保険者証
 を提示してください。

平成 20 年 4 月 2 日以降に
75歳の誕生日を迎える方

75歳の誕生日のおよそ1カ月前に市から送付される
お知らせの各種手続きがお済みになったあと、お渡しします。

※ 現在、一定の障害があって老人保健法医療受給者
証をお持ちの 65 歳以上 75 歳未満の方は、老人保
健制度から、後期高齢者医療制度の対象者となり
ます。

※ 市へ、障害認定の申請を撤回する申し出を行なっ
た場合には、後期高齢者医療制度へは加入せず、
現在加入している国民健康保険または被用者保険

平成19年12月から
平成20年1月を目途

平成20年2月から
平成20年3月を目途

平成20年4月から
平成20年5月を目途

平成20年6月から
平成20年10月を目途

未統合記録と氏名、性別および生年月日が
一致し、記録が結びつくと推定される方

未統合記録と氏名、性別および生年月日の
一部が一致し、同一人物の可能性があり、
記録が結びつくと推定される方

すでに年金を受給されている方

今後、年金を受給される予定の方

ねんきん特別便の発送予定時期

★ねんきん定期便とは
　平成 20年 4月から実施予定だった「ねん

きん定期便」については、平成 19年 12 月

から平成 20年 10 月までの「ねんきん特別

便」送付の関係で、平成 21年 4月から送付

される予定です。

国民年金
加入中の方

厚生年金加入中の方とその配偶者
（国民年金第3号被保険者）の方

市区町村窓口　　　　厚生年金加入中の方の勤務先

「ねんきん特別便」、「ねんきん定期便」は皆さまのご
住所に直接郵送されます。住所を変更された場合は
手続きを忘れずに行なってください。

通知内容に疑問があれば社会保険事務所で確認できます。

　現在、国民健康保険税は世帯主に課

税され、納付書納付と口座振替による

普通徴収を実施しています。

　平成20年 4月からは、世帯内の国

保被保険者全員が 65歳以上75歳未

満の世帯主の方（擬制世帯を除く）で、

年金受給額が年間18万円以上、国保

保険税と介護保険料の合計額が年金額

の 2分の1を超えない場合には、支

給される年金から国保保険税と介護保

険料が年金から天引き（特別徴収）さ

れることになります。

　年金から天引きされることになる方

には、4月に通知書をお送りします。

問国保年金課　☎ 内線1142

65歳～75歳未満の方
国民健康保険税が

年金からの天引きになります

4月から

のままとなります。この撤回は、後期高齢者医療
制度に加入した後でも、いつでもすることができ
ます。

※ 今後、一定の障害があり 65 歳に達した方、また
は 65 歳以上 75 歳未満の方で、新たに一定の障害
の認定を受けた方は、申請し認定を受けると、後
期高齢者医療制度へ加入することができます。

➡

➡

後期高齢者医療被保険者証

有料広告欄有料広告欄
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木 thu 金 fri 土 sat

保セ  にこにこ教室 (要予約 )
　　　10:00～　
　　　千代田保健センター

10
先勝

11
友引

 4
大安

雪入  キノコを育てよう
　　　 ( シイタケの植菌 )
　　　9:00～　
　  　雪入ふれあいの里公園

 5
赤口

雪入  春の雪入ウオーキング
　　9:00～
　　雪入ふれあいの里公園
図書  石のスープの会の「お話会」
　　14:00～　市立図書館

12
先負

社福  法律相談 ( 要予約 )
　　13:00 ～　働く女性の家
　　※予約は4月1日～
保セ  4ヶ月児健診
　　　13:00～　
　　　霞ヶ浦保健センター
　　　（Ｈ19年11月生）

17
友引

保セ  1歳6ヶ月児健診
　　　13:00～　
　　　霞ヶ浦保健センター
　　　（Ｈ18年9月生）

18
先負

19
仏滅

社福  法律相談 ( 要予約 )
　　13:00 ～　あじさい館
　　※予約は4月1日～
保セ  にこにこ教室 (要予約 )
　　　10:00～　
　　　千代田保健センター

24
先負

保セ  はぐくみルーム(要予約)
　　　13:30～15:00　
　　　(仮称 )やまゆり館

25
仏滅

雪入  ミニハイキング植物観察①
　　9:00～
　　雪入ふれあいの里公園

26
大安

【霞】C Dプラ･ダン･新聞

かすみがうら市ホームページアドレス　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/

【霞】C Dペット･雑誌･古布

【霞】C Dプラ･ダン･新聞

【霞】C Dペット･雑誌･古布

【千】A プラ･ダン･新聞
　   B可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A プラ･ダン･新聞
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 可燃
　   Bプラ･ダン･新聞
【霞】C D粗大ごみ

【千】A 可燃
　   B 不燃･カン
【霞】C Dその他ビン

【千】A 可燃
　   B プラ･ダン･新聞
【霞】C D無色ビン

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed

4月 April.2008  おしらせカレンダー

社協  心配ごと相談13:30～
　　　働く女性の家

 9
赤口

 8
大安

千公  読み聞かせ会16:00～
　　　新治児童館

 7
仏滅

 6
先負

16
先勝

千公  読み聞かせ会16:00～
　　　大塚児童館

15
赤口

14
大安

13
仏滅

社協  心配ごと相談13:30～
　　　あじさい館

23
友引

保セ  4ヶ月児健診
　　　13:00～　
　　　千代田保健センター
　　　（Ｈ19年12月生）

22
先勝

保セ  健康相談(栄養･歯科相談)
　　　9:00～16:00　
　　　霞ヶ浦保健センター

21
赤口

スポ  かすみがうらマラソン

20
大安

30
先負

昭和の日

29
友引

農委  農地相談 (予定・要予約)
　  　9：00～ 11:00
　　  農業委員会総会
　　  14:00～

28
先勝

27
赤口

卯月

平成
20 年

【千】A B ペット･雑誌･古布
【霞】C D不燃･カン

【霞】C D不燃･カン

【千】 B 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A B ペット･雑誌･古布
【霞】C D不燃･カン

【千】A その他ビン
　   B 可燃
【霞】  D可燃

【千】  B 可燃
【霞】  D可燃

【千】A 茶色ビン
　   B 可燃
【霞】  D可燃

【千】A 無色ビン
　   B 可燃
【霞】  D可燃

【千】A 可燃
　   B 茶色ビン
【霞】C 可燃

【千】A 可燃
　   B その他ビン
【霞】C 可燃

【千】A 可燃
　   B 無色ビン
【霞】C 可燃

【千】A 可燃
　   B 茶色ビン
【霞】C 可燃

千公  読み聞かせ会16:00～
　　　稲吉児童館

 1
友引

【千】A 茶色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

 2
先負

【千】A 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン  3

仏滅

【千】A 可燃
　   B 不燃･カン
【霞】C D茶色ビン

今月の納付納入期限　4 月 30 日
固定資産税　　　第 1期分
国民健康保険税　第 1期分
介護保険料　　　第 1期分
保育料 4 月分・上下水道料 4 月分

※    県緊急医療情報システムは、以下のＨＰアドレス　
　www.qq.pref.ibaraki.jp/　でもご覧になれます。

4月　夜間緊急診療所【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 ) ☎ 0299-23-3515
受付時間　19:00～ 22:30
診療日　　5,6,12,13,19,20,26,27,28,29日

4月　休日緊急診療所　（受付時間　9:00～ 11:30／ 13:00～ 15:30）
【外科】
6日
13日
20日
27日
29日

石岡循環器科脳神経外科病院
関クリニック
斉藤病院
友部整形外科
田中クリニック

☎0299-58-5211
☎ 0299-23-8300
☎ 0299-26-2131
☎ 0299-26-2339
☎ 0299-23-2288

【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 )
　　☎0299-23-3515
診療日　　6日、13日、20日、27日、29日

4月　輪番制病院　（土浦･阿見地域病院群輪番制病院）
【土浦協同病院】☎029-823-3111
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　2,4,6,9,11,13,16,18,20,23,25,27,29日
【東京医大霞ヶ浦病院】☎029-887-1161
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　3,5,7,10,12,14,17,19,21,24,26,28,30日
【霞ヶ浦医療センター】☎029-822-5050
受付時間　18:00～翌8:00　　
診療日　1,8,15,22日

※その他の《休日・夜間診療の医療機関》をお探しの方は･･･
茨城県救急医療情報コントロールセンター　☎ 029-241-4199
市消防本部・西消防署　　　　　　☎0299-59-5111
　　　　　　東消防署　　　　　　☎029-897-0119

休
日
診
療
所

（
石
岡
地
区
）

輪
番
制
病
院

（
土
浦
地
区
）

  ごみカレンダー、病院･診療所
の情報は市のホームページ
の他にモバイル版（携帯電
話から接続）でもご覧いた
だけます。モバイル版ＵＲＬ
は以下のとおりです
http://www.city.kasumi
gaura.ibaraki.jp/mobile/

※ごみの収集　＝　環境保全課
　環境クリーンセンター　☎0299-59-4649

かすみがうら市役所
　☎0299(59)2111
　☎029(897)1111
　Fax  0299(59)2130
※ 電話はどちらにおかけに
なっても庁舎間を内線電
話で転送いたします。

かすみがうら市福祉事務所
　Fax  0299(59)2186

中央出張所
　☎029(831)6399

宍倉出張所
　☎029(832)3696

あじさい館
　☎029(897)0511

保健センター（霞ヶ浦保健センター）
※保健行事の予約はこちら
　☎029(898)2312

教育委員会（美並地区公民館）
　☎029(898)2016

水道課（浄水場）
　☎029(897)1346

保セ  ＝保健センター
千公  ＝千代田公民館
　　　☎0299(59)5252
雪入  ＝雪入ふれあいの里公園
　　　☎0299(59)7000
社福  ＝社会福祉課
子福  ＝子ども福祉課
図書  ＝図書館
　　　☎029(897)0647
農委  ＝農業委員会事務局
社協  ＝社会福祉協議会
　　　☎0299(59)5509
スポ  ＝スポーツ振興課

主な 官公署 ☎

カレンダー内の表示･☎

A ＝志筑･新治･稲吉 1～5 丁目･
　　稲吉東 1～6 丁目･角来
B ＝七会･千代田ハウス～大塚団地～
 　　逆西11区周辺･稲吉南 1～3 丁目
C＝美並･佐賀･安飾地区
D ＝下大津･牛渡･志士庫地区

ごみ収集地区一覧 ごみの表記
●プラ・ダン・新聞
＝ プラスチック・
　ダンボール・新聞
●ペット・雑誌・古布
＝ ペットボトル・
　雑誌・古布

高齢者の実態調査にご協力を
　民生委員・児童委員が、3月中旬から 4月
中旬にかけて、高齢者のお宅を訪問し援護の
必要な高齢者の実態調査を行ないます。お伺
いした際は、ご協力をお願いします。

問長寿福祉課  ☎内線 1179
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ま ち の お 知 ら せ

新刊図書案内

【一般書】『凛とした「女性の基礎力」』「オリンピ
ック全大会」「福袋」「夫婦へんろ紀行」「さらば
ゆとり教育」「母べえ」「夜を守る」「魔界の塔」「羊
の目」「くじら日和」ほか
【児童書】「地球を救う仕事１」「燃えるサバンナ」
「過去からの手紙」「トンネル上・下」「かえるをの
んだととさん」「あめだまをたべたライオン」ほか

葉っぱで2億円稼ぐおばあちゃんたち
（ビーパル地域活性化総合研究所：編）
全国 1 万 2 千カ所にあり予
想以上に儲かる農産物直売所
や、葉っぱを売って年商 2億 5
千万円のおばあちゃんなど、田
舎で生まれた「元気ビジネス」
の成功例 25を紹介。

魚を一尾、さばけたら !?
（濱田美里）
小さな魚からまぐろ級の大きな
魚まで、どんな魚でも 3 枚に
おろせてしまうとっても便利な
方法を、レシピとともに紹介。
魚が身近になればきれい、健康、
美味しいといいことだらけ。

≪市立図書館千代田分館≫≪市立図書館本館≫

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　毎週月 (月が祝日の場合は、その翌日 ) 

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　   毎週月、祝日、毎月末日（末日が土日の

場合は金、月が祝日の場合は、その翌日）

3/25（火）から開館します。
ご迷惑をおかけしました。

【一般書】「私の男」「阪急電車」「新・御
おん

宿
やど

かわ
せみ」「定年前・定年後」「18人の黄金ルーキー
伝説」「阿

あ く

久悠
ゆう

のいた時代」「チーズ好きのチー
ズBOOK」ほか
【児童書】「ちいさくても大丈夫」「笑い話・落語
の王様」「かわべのトンニとスニ」「天使のつばさ」
「ゆうえんちはおやす」ほか

KSC エンジョイスポーツクラブ
　問高田　☎ 090-2420-7846

1エンジョイスポーツデー
　13 日【日】9：00 ～ 12：00
　体育センター
2ソフトバレーボール教室
　毎週火曜日 20：00 ～ 22：00
　体育センター
3グラウンドゴルフ体験
　毎週火曜日 9：00 ～ 11：30
　あじさい館コミュニティ広場
4弓道体験
　毎週木曜日① 13：30 ～ 17：00
　② 17：00 ～ 19：00（②は要事前申込）
　多目的運動広場弓道場
5リフレッシュ体操教室
　11 日【金】、25 日【金】14：00 ～ 15：00
　あじさい館（会議室 1・2）

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

KSC なかよしスポーツクラブ
　問大和　☎ 090-2417-8502

1スポーツ広場（バドミントン・ピンポン・昔遊びなど）
　13 日【日】9：00 ～ 12：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
2なかよし硬式テニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 11：00
　※ 13 日【日】は 10：00 ～ 12：00
　第 1常陸野公園テニスコート
3バドミントン＆ラケットテニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 12：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
4なかよしピンポン＆ラケットテニス体験
　毎週土曜日 12：30 ～ 17：00
　毎週木曜日 19：00 ～ 22：00
　※毎週木曜はピンポンのみ　
　千代田B＆ G海洋センター体育館
5なかよし太極拳体験
　毎週水曜日 19：30 ～ 21：00
　プルミエールひたち野 2号館
6ファミリーフットサル（小学生以下とその保護者）
　毎週日曜日 15：00 ～日没まで
　わかぐり運動公園（スパイクシューズ使用不可）
7健康体操
　 11 日【金】19：00 ～ 21：00
　25 日【金】10：00 ～ 12：00　働く女性の家
8よさこいダイエット！
　21 日【月】19：30 ～ 20：30　勤労青少年ホーム

4月

ー参加費ー
（保険料含）
各日200円
中学生以下100円
●会員無料

どなたでも参加
できます！

※都合により日程
が変更になる場合
があります

申 申

読書の時間は、
　　私だけの時間！

文化協会からのお知らせ
（生涯学習課）

季節のお菓子でお茶をどうぞ！

　千代田地区茶道連合会では、第22回「季節
のお菓子でお茶をどうぞ」の茶席を開催します。
◆日　時　4月20日（日）13：00～16：00
◆場　所　働く女性の家　1階和室
◆茶　券　300円
問菅原英子　☎0299-59-5573

第 3回  市民マラソン大会結果

　2月2日に、多目的運動広場で行なわれた、市民マラソン大会で、上位に入賞した方を紹介します。

【小学生男子Ａ（１・２・3年生）の部】
【小学生女子Ａ（1・２・3年生）の部】
【小学生男子Ｂ（4・5・6年生）の部】
【小学生女子Ｂ（4・5・6年生）の部】
【中学生男子の部】
【中学生女子の部】
【一般男子の部】①三田村達也②根目沢浩幸③加固庄一
【一般女子の部】①白鳥美智子②森作節子③是松亜希

【小学生男子の部】①美並エンジェルスA②千代田サッカー少年団A③千代田サッカー少年団Ｂ
【小学生女子の部】①千代田ティンカーズＡ②千代田ティンカーズＢ③千代田ティンカーズＣ
【中学生男子の部】①下中２Ａ②北中野球部Ｚチーム③下中２Ｂ
【中学生女子の部】①北中女子テニスＡ②美彩風夏 -Ｎ③庭球Ａ５
【一般男子の部】①走友会A② Jacu Spo③霞ヶ浦クラブ陸上部

マラソン

駅　伝

県南地域高齢者はつらつ百人委員会主催

宝鏡山ハイキングを開催

申

4/23
（水）

◆日　時　4 月 23日（水）9：00受付
　　　　　9：30～ 15：00（小雨決行）
◆集合場所　筑波総合体育館（北条）
◆対象者　概ね 50 歳から 70 歳代まで
　の方
◆参加費　100円（保険、資料代）
◆ 持ち物　昼食、飲み物、レジャーシー
ト、雨具、健康保険証の控えなど

◆申込方法　往復はがきまたは封書で宝
鏡山参加希望と明記、郵便番号、住所、
氏名、年齢、電話番号を記入し、返信用
にはご自分の宛先を明記のうえ送付くだ
さい。（1枚で 3人まで申込可）
◆申込締切日　4月 16日（水）
　問県南地域高齢者はつらつ百人委員会
　担当　石倉　☎・FAX 029-842-8575
　〒300-0845　土浦市乙戸南1-24-24

　9ウオーキング教室
　　6日【日】9：00 ～　雪入ふれあいの里公園
　　※昼食持参

［小学館刊］ ［河出書房新社刊］

生涯学習課からのお知らせ
（問内線2023）

あじさい館ホール展示ケースの
展示スケジュール

4月1日（火）～ 陶芸展（土
ど ゆ う

釉会／陶芸クラブ）

と七色帆引き船パネル写真展示

5月8日（木）～ 獅子頭展（獅子頭彫刻同好会）

と獅子舞パネル写真展示

6月3日（火）～春の写真展（出島写真クラブ）

6月17日（火）～春の写真展（フォト霞ヶ浦）

※ あじさい館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日のとき
はその翌日）

広報誌では入賞者の
児童・生徒の氏名お
よび学校名を記載し
ていましたが、不正
使用、目的外使用防
止の観点からホーム
ページ上では掲載い
たしませんので、ご
了承ください。
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次の○に当てはまる言葉や数字を誌面の中から探してね!

Q1  新しくオープンする（仮称）やまゆり館で
　介護予防事業などのためにトレーニング機材が設置

　してある部屋の名前は？＝○○づくりコーナー
Q2　市の花木鳥が決定しました。
　　　　　  市の鳥は何？＝○○○○

第35回

◆先月の答え
　 Q1 東  Q2 トシトリ 

「読めばわかるさ広報クイズ」は、

誌面変更に伴い今月号で

終了させていただきます。

ご愛好ありがとうございました。

14

◆応募方法…
　はがきで　はがきの裏面に答え、表面に住所、
氏名、年齢を明記して応募してください。

　送付先…〒315-8512かすみがうら市上土田
461広聴広報課「広報クイズ3月号」係

　携帯やパソコンのメールで「広報クイズ 3月
号係」、住所、氏名、年齢、答えを明記して
送信してください。

　送信先  info@city.kasumigaura.ibaraki.jp
◆賞品…正解者の中から、抽選で10人に500
円分の図書カードを贈ります。（※発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。）

◆応募締め切り…4月7日（月）（必着）

2 月号のクイズと質問にご協力いただきましてありがとうご

ざいました。【広報誌で取り上げてほしい記事】として「市

内のウオーキングコース」や「市内で親子が遊べる場所」の

ほか、「心いやされるペットの写真」などのご意見をいただ

きました。今後の広報誌作成の参考にさせていただきます。

子育て支援センターからのお知らせ
４月の子育て支援センターの行事は、（仮称）やまゆり館への移行作業に伴いお休みいたします。

０歳児からの子育てサロンは、4月も（仮称）やまゆり館にて実施を予定しています。

伝
言
板

　　　　平成 20 年度 茨城県育英奨学生 募集

対　象　者 区　　分 貸与月額

県内に居住する人の子弟で、高等学校（中等教育学校
の後期課程、特別支援学校の高等部を含む。）または
専修学校の高等課程（修業年限2年以上のものに限
る。）に在学し、学習成績が優秀で、経済的理由によ
り修学が困難な人（成績基準と所得基準があります）

国公立
自宅通学者 18,000円

自宅外通学者 23,000円

私　立
自宅通学者 30,000円

自宅外通学者 35,000円

皆
さ
ん
の
命
を
守
る

　

住
宅
用
火
災
警
報
器

《
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。》

　

平
成
十
八
年
六
月
一
日
以
前
に
建
て
ら
れ

た
既
存
住
宅
に
あ
っ
て
は
火
災
予
防
条
例
に

よ
り
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

設
置
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
初
期
段

階
の
煙
や
熱
を
感
知
し
、
警
報
音
や
音
声
に

よ
り
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
の
で
、
早

期
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
屋
は
、 

寝
室
と
し
て

使
用
す
る
部
屋
で
、
寝
室
が
ニ
階
に
あ
る
場

合
は
階
段
の
踊
り
場
の
天
井
に
も
設
置
。

　

購
入
の
際
に
は
、
日
本
の
法
令
に
適
合
し

た
日
本
消
防
検
定
協
会
（
NS
）
認
定
マ
ー
ク

の
付
い
た
商
品
を
推
奨
し
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

不
安
・
不
信
に
思
っ
た
ら

● 

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室
（
住
宅
防
火

対
策
推
進
協
議
会
）･･･

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
５
６
５
‐
９
１
１

　
（
受
付
時
間
／
月
〜
金　

九
時
〜
一
七
時
）

●
消
防
本
部
予
防
課
・
西
消
防
署

　

･･･

０
２
９
９
‐
５
９
‐
５
１
１
１

●
東
消
防
署

　

･･･

０
２
９
‐
８
９
７
‐
０
１
１
９

【貸与期間】　在学する学校の正規の修業期間
【募集期間】　 ● 在学採用＝平成20年 4月～5月

23日（金）
　　　　　　  ●緊急採用＝随時
【提出書類】　 ①奨学資金貸与申請書②推薦調書③

主たる家計支持者の収入証明書など
【返還方法】　 卒業後 6カ月据置後、10年以内に

半年賦または年賦返還（無利子）

※ 茨城県高等学校等奨学資金、定時制通信制課程修
学奨励資金、母子及び寡婦福祉法による修学に必
要な資金との併給はできません。
　問詳細は学校の先生　または
茨城県教育庁高校教育課　管理担当
☎ 029-301-5245
ＨＰ　http://www.edu.pref.ibaraki.jp/
『トップページ＞学校教育＞高校教育＞奨学金情報』

高等学校生
専修学校生

他にも、茨城県高等学校等奨学資金、定時制通信制課程修学奨励資金などの制度がありますので、

茨城県教育庁高等教育課へお問い合わせください。

対象

戸
籍
の
ま
ど

ー
ニ
月
一
日
〜
二
十
九
日

　
　

  　

届
出
分(

敬
称
略)

ー

　

(

申
請
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。)

最終回

申

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた

方の氏名・大字などを掲載しております

が、不正使用や目的外使用防止の観点か

ら、ホームページ上での掲載はいたしま

せんのでご了承ください。
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ふ
る
さ
と
の
年
中
行
事

広報誌持参の方は資料館入館無料！！郷土資 料館

（
稲　

吉
）

（
稲
吉
東
）

（
稲
吉
東
）

（
中
志
筑
）

（
牛
渡
下
郷
）

（
鹿
ノ
山
）

（
南
根
本
）

（
深
谷
ニ
）

（
横　

堀
）

枝  　
　

力
つ
と
む

松
村
久
子

矢
口
三
郎

桜
井
筑ち
く
が
え
る蛙

石
塚
文
子

折
本
ア
イ
子

萩
原
と
し
子

松
澤
よ
志
の

宮
本
て
る
み

短
歌

俳
句

教育委員会
　

ひ
な
ま
つ
り
の
行
事
が
行
な
わ
れ

る
三
月
三
日
は
、
上じ
ょ
う
し巳
の
節
供
と
呼

ば
れ
ま
す
。
上
巳
と
い
う
の
は
、
旧

暦
三
月
の
最
初
の
巳み

の
日
と
い
う
意

味
で
、
古
代
中
国
の
「
祓は
ら

い
」
の
風

俗
行
事
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
で

す
。
中
国
で
は
、
一
年
に
何
回
か
訪

れ
る
季
節
の
変
わ
り
目
に
、
身
体
を

清
め
て
神
に
飲
食
物
を
供
え
、
神
と

共
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
霊
力
を
身

に
つ
け
、身
の
安
泰
を
願
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
と
い
う
と
、
古
く
か
ら

罪つ
み
け
が
れ
穢
に
対
し
て
、「
物も
の
い
み忌
」
を
し
て

身
を
慎
み
、「
禊
み
そ
ぎ
」
や
「
祓は
ら

い
」
に

よ
っ
て
身
を
清
め
ま
し
た
。
や
が
て

形か
た
し
ろ代
に
穢け
が

れ
を
移
す
と
い
う
こ
と
も

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
き
も

の
や
紙
で
で
き
た
人ひ
と
が
た形
や
自
分
の
顔

を
土
器
に
書
い
た
も
の
（
人じ
ん
め
ん
ぼ
く
し
ょ

面
墨
書

土
器
）
を
身
体
で
な
で
た
り
、
息
を

吹
き
か
け
た
り
し
て
自
分
の
罪
穢
や

病
気
な
ど
を
移
し
て
河
川
に
流
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
雛
遊
び
が
融
合
し
て

誕
生
し
た
の
が
貴
族
を
中
心
と
し
た

「
流
し
雛
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
雛
遊
び
は
庶

民
に
も
広
ま
り
、
大
人
が
子
ど
も
の

成
長
を
願
う
「
ひ
な
ま
つ
り
」
へ
と

変
質
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
以
降
に
、

ひ
な
ま
つ
り
に
は
鑑
賞
と
し
て
の
雛

人
形
が
贅ぜ
い

を
競
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

学校だより
�
�
�
�
�

罪
�
穢

�
�
�
�
祓�

�

�
�
身
�
清
�
�
行
事
�

�

江
戸
時
代
�
子
�
�
�
成
長
�
願
�
行
事
�

3月3日

着
ぶ
く
れ
の
猫
背
の
映
る
玻は

り

ど
瑠
戸
か
な

薄う
す
ら
ひ氷

の
甕か
め

に
雀
の
来
て
遊
ぶ

菊
根
分
け
夢
を
明あ
し
た日

へ
繋つ
な
ぎ
け
り

春
の
風
都ど
ど
い
つ
ぼ
う

々
一
坊
の
小
さ
き
墓

鶯
う
ぐ
い
すに
五
感
の
目
覚
め
貰も
ら
ひ
け
り

髪
な
で
て
一
言
交
わ
し
雛ひ
な
飾
る

蝌か

と蚪
生う
ま

る
青
空
う
つ
す
水
た
ま
り

足
元
に
小
草
目
覚
め
る
春
と
な
り

雪
溶
け
の
水
に
流
る
る
若
葉
か
な

恋瀬川に流された人面墨書土器
（平安時代）

神
さ
ぶ
る
立た

て
や
ま山
連
峰
雲
に
浮
く
を
車
窓
に
見
つ
つ
室む

ろ
ど
う堂
に
到
る

沢
山
の
話
題
バ
ッ
ク
に
詰
め
て
急
ぐ
文
通
の
友
と
落
ち
合
ふ
場
所
に

幼お
さ
な
び日の

障
子
に
映
す
影
絵
あ
そ
び
は
ら
か
ら
揃そ

ろ
い
父ち

ち
は
は母

若
か
り
き

菊
の
香か

に
長
き
勤
め
を
想
い
け
り
短
く
も
あ
り
長
く
も
あ
り
し

新
聞
の
割
引
の
チ
ラ
シ
ど
っ
さ
り
と
用
な
き
吾
に
は
始
末
に
困
る

逝ゆ

き
し
姉
に
想
ひ
顕

あ
ら
わた
せ
て
籠こ

も
り
を
り
冷
え
び
え
と
し
て
み
ぞ
れ
と
な
り
ぬ

休
日
の
早
朝
呼
び
リ
ン
押
す
は
誰
寝
巻
姿
で
嫁
と
ま
ご
つ
く

甘
酸
っ
ぱ
い
湯
気
か
き
け
ぶ
る
大
浴
場
無
数
の
り
ん
ご
が
ぷ
か
ぷ
か
浮
か
ぶ

中な
か
ぞ
ら空に

冴
え
て
す
が
す
が
し
十い

ざ
よ
い
六
夜
の
月
に
魅
せ
ら
れ
ひ
と
時
を
佇た

つ

ブ
ッ
セ
の
詩
諳

そ
ら
んじ

て
い
た
日
も
在
り
て
今
で
も
遠
し
山
の
あ
な
た
は

（
下
稲
吉
）

（
下
稲
吉
）

（
下
土
田
）

（
稲
吉
東
）

（
宍　

倉
）

（
西
成
井
）

（
下
大
堤
）

（
下
土
田
）

（
上
土
田
）

（
柏　

崎
）
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遠
藤
富
重

田
中
好
子

中
根
美
子

中
島
良
平

佐
藤
千
代

小
室
貞
江

名
倉
●せ
い
こ子

矢
口
き
ぬ

石
塚
延
夫

菅
谷
咊や
す
こ子

　

本
校
で
は
、
県
の
ハ
ー
ト
い

っ
ぱ
い
推
進
事
業
・
道
徳
教
育

の
推
進
校
と
し
て
、
生
徒
の
実

態
に
合
っ
た
、
心
に
響
く
道
徳

の
自
作
資
料
の
開
発
の
研
修
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
音
で

生
徒
に
語
ら
せ
る
た
め
に
、
生

徒
に
と
っ
て
身
近
で
実
際
に
あ

り
そ
う
な
、
そ
し
て
生
徒
が
考

え
た
く
な
る
よ
う
な
資
料
作
成

に
研
修
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
の
成
果
と
し
て
、

生
徒
も
本
気
で
考
え
、
悩
む
姿

が
見
ら
れ
、
生
徒
一
人
一
人
が

自
分
自
身
を
見
つ
め
る
目
が
豊

か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自

作
資
料
の
作
成
を
通
し
て
、
話

し
合
っ
た
り
、
実
践
や
検
証
を

し
た
り
す
る
中
で
、「
本
気
で

考
え
さ
せ
た
い
」「
生
徒
の
心
を

揺
さ
ぶ
り
た
い
」
な
ど
、
教
師

の
姿
勢
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

自
作
資
料
は
、
四
月
以
降
に
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ

ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
研
修
を
生
か

し
、
豊
か
な
心
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
生
徒
た
ち
に
よ

り
多
く
の
体
験
を
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
二
年
生
が
立

志
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
二
月
四
日
・
五
日

の
一
泊
二
日
で
白
浜
少
年
自
然

の
家
で
宿
泊
学
習
を
行
な
う
と

い
う
も
の
で
、
南
中
か
ら
白
浜

ま
で
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

の
り
を
自
転
車
で
往
復
し
ま
し

た
。
そ
ば
づ
く
り
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
な
ど
、
保
護
者
の
方
々
の

ご
協
力
の
下
、
生
徒
た
ち
は
た

く
さ
ん
の
体
験
を
し
、
無
事
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
き
っ
と
、
こ
の
二
日
間

は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

南
中
学
校
は
、
今
年
で
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
記
念
式
典
を
、
七
月

六
日
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
実
行
委
員
会

を
編
成
し
、
各
種
委
員
会
を
組

織
し
て
開
催
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
「
五
十

年
の
歩
み
記
念
誌
」
の
作
成
を

行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は
、
こ
の
機
会

に
学
校
の
歴
史
や
、
伝
統
に
対

す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
さ

せ
、
愛
校
心
を
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
中
学
校

 �

夢
�
感
動
�
信
頼
�

�
�
�
�

学
校
�
�
�
�
�

平成20年度に50周年を迎えます

茨
城
県
ハ
ー
ト
い
っ
ぱ

い
推
進
校
と
し
て

往
復
80
キ
ロ
の

道
の
り
を
自
転
車
で

創
立
50
周
年
記
念
事
業

自転車で霞ヶ浦大橋を通行する 2年生

選択社会の授業で校庭に制
作した竪穴住居。
春には桜と茅葺きのコント
ラストで、時代を超えた日
本の美をかもし出してくれる
だろうと期待されています。

校庭に悠久の美
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色香

音

TOWNS TOPICS帆引き船をつくろう！を開催

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

千
代
田
公
民
館
で
、
青
少
年
育
成
か

す
み
が
う
ら
市
民
会
議
主
催
の
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

事
業
「
帆
引
き
船
を
つ
く
ろ
う
！
」
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
三
十
五
人
が
参
加
し
、
縮

尺
四
十
分
の
一
の
帆
引
き
船
の
模
型
製

作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
こ
の
模

型
は
霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
ま
つ
り
実
行
委

員
会
が
考
案
し
た
も
の
で
、
実
際
の
帆

引
き
船
に
使
わ
れ
て
い
る
赤
杉
材
を
使

用
し
て
い
る
た
め
、
作
り
終
え
た
と
き

に
は
実
物
と
同
じ
風
合
い
に
な
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
同
実
行
委
員
会

の
方
々
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
親
子

で
協
力
し
合
い
な
が
ら
帆
引
き
船
を
製

作
。
完
成
し
た
模
型
を
前
に
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

2月 1 1日

船体には実際に使われている赤杉材を使用

市内の農家が家族経営協定を締結

家
族
の
役
割
分
担
な
ど
を
書
面
に

　

家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
、
あ
じ
さ
い

館
で
行
な
わ
れ
、
市
内
の
農
家
九
組
二
十

人
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
経
営
方
針
や

役
割
分
担
、
報
酬
、
休
日
な
ど
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
農
業
後
継
者
に
は
将

来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
、
夫
婦
に
は

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
で
農
業
に
従

事
で
き
る
よ
う
、
平
成
八
年
度
か
ら
土

浦
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
市
が
連

携
し
、
推
進
し
て
い
る
も
の
で
す
。
現

在
、
市
内
で
は
二
十
九
組
、
県
内
で

二
千
二
百
組
以
上
の
家
族
が
締
結
を
し

て
い
ま
す
。

　

土
浦
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
神

永
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
特
に
女
性
や
若

い
農
業
者
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
が
大
切
」と
話
し
ま
し
た
。

2月 27日

市などの立会いのもと調印を取り交わす家族

いばらきの春観光キャンペーンに参加

守谷ＳＡに、県内各地から観光関係団体、
観光大使、マスコットが集結

春
の
か
す
み
が
う
ら
市

　
　
　
　

観
光
大
使
が
Ｐ
Ｒ

　

県
外
か
ら
の
自
動
車
観
光
客
の
玄

関
口
に
あ
た
る
常
磐
自
動
車
道
の
友
部

と
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
、（
社
）

茨
城
県
観
光
物
産
協
会
主
催
に
よ
る

「
２
０
０
８
い
ば
ら
き
の
春
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
い
ば
ら
き
の
春
」
を
テ
ー

マ
に
、
県
内
の
観
光
資
源
へ
の
誘
客
促

進
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に

行
な
わ
れ
た
も
の
。

　

当
市
で
は
、
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
観
光
大
使
が
参
加
。
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
し
、
市

の
観
光
資
源
・
事
業
な
ど
を
ピ
ー
ア
ー

ル
し
、「
イ
チ
ゴ
狩
り
の
で
き
る
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
春
の
か
す

み
が
う
ら
市
へ
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

2月 23日

下稲吉小に新校舎（北校舎）が完成

新校舎の外観（上）と、
図工室での授業の様子（左）

旧
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が

モ
ダ
ン
な
新
校
舎
に

　

下
稲
吉
小
学
校
の
校
舎
裏
手
に
、
鉄

骨
二
階
建
て
延
床
面
積
八
八
七
・
五
二

平
方
メ
ー
ト
ル
の
新
校
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。建
築
以
前
は
プ
レ
ハ
ブ
校
舎（
図

工
室
・
家
庭
科
室
）
が
建
っ
て
い
ま
し

た
が
、
老
朽
化
と
児
童
の
数
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
教
室
不
足
解
消
の
た
め
に

今
回
建
て
替
え
た
も
の
で
す
。

　

新
校
舎
は
「
北
校
舎
」
と
命
名
さ

れ
、
一
階
に
は
普
通
教
室
四
教
室
、
二

階
に
は
図
工
室
・
図
工
準
備
室
・
家
庭

科
室
・
家
庭
科
準
備
室
が
、
ま
た
一
、

ニ
階
と
も
に
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
新
校
舎
で
、
子
供
た

ち
は
気
持
ち
よ
く
の
び
の
び
と
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

1月 31日 完成

秋
田
県
美
郷
町
小
学
生
と
の
交
流
事
業

志筑と美郷

交流の軌跡

1601年　家康による領地替の命令
1602年　常陸佐竹氏が出羽国へ、
忠親の長子茂

しげちか

親が志筑領（現在
の千代田地区）へ赴任。

ー400年の時を経てー
歴史研究や果樹栽培技術につい
てしばし交流を重ねる。
2001年　羅漢仏を寄贈
志筑地区の長興寺から千畑町へ。
2003年　小学生交流事業スタート
年に2度、定期的な交流を開始。

互いに

つち
かう友情

志筑地区
戦国時代　千代田地区の土豪
は、小田氏と、大

だいじょう

掾氏の勢力
下に。

美郷町千畑地区
1590 年　出羽国本堂（現在
の秋田県美郷町千畑地区）で
は、領主の本堂忠

ただちか

親が豊臣秀
吉方につき、小田原城合戦に
参陣。

1600 年　関が原の戦い
家康から出羽国在国の命令。

▲忠親が小田原城合戦で使
用したとされる采配。領地替
の際に、中志筑八幡神社に奉
納され、現在は、市指定文化
財として、志筑小学校で保管。

再
会
を
喜
ん
だ
三
日
間

　

秋
田
県
仙せ

ん
ほ
く
ぐ
ん

北
郡
美み

さ
と
ち
ょ
う

郷
町
に
お
い
て
、
志
筑
小

学
校
の
四
年
生
十
九
人
が
美
郷
町
千せ
ん
は
た畑
地
区
の

小
学
生
と
三
日
間
に
わ
た
り
交
流
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
、
志

筑
小
学
校
の
児
童
と
秋
田
県
美
郷
町
千
畑
地
区

の
小
学
校
の
児
童
が
夏
と
冬
に
相
手
の
地
を
訪

れ
る
相
互
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
交
流
は
、
志
筑
小
の
子
ど
も
た
ち
が

美
郷
町
を
訪
れ
る
形
で
行
な
わ
れ
、
夏
に
会
っ
た

子
ど
も
た
ち
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

美
郷
町
で
は
、
本
堂
公
が
治
め
て
い
た
城
跡

や
郷
土
資
料
館
を
見
学
し
、
秋
田
に
お
け
る
本

堂
公
の
功
績
や
雪
国
の
暮
ら
し
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
千せ
ん
や屋
小
学
校
で
は
、
こ
の
交
流
事
業
に

あ
わ
せ
て
雪
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
雪
が
六
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
積
も
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
雪

玉
入
れ
競
争
や
ソ
リ
レ
ー
ス
な
ど
を
し
て
子
ど

も
た
ち
は
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
三
日
間
で
子
ど
も
た
ち
は
、
雪
国
で
の
く

ら
し
を
体
験
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
地
元
の
方
々

の
暖
か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2月 7日～9日
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分類：ヒシバッタ科
市内で見られる時期：3月から11月

せいぶつ館ヒシバッタ（ハラヒシバッタ）

分類：サッカー科（ヌメリゴイ科）
全長：1m前後
分布：中国の揚子江、ミン江流域（市水族館で見られます）

独特の体型を持った魚で、成長とともに体型と体色が変化しま
す。温帯域の魚ですが、日本では熱帯魚として幼魚が輸入販
売されています。 生息地の中国では、「長江の美人魚」と称され、
国家 2級保護動物に指定されていますが、食用魚として人気
があり、生息数が減少し人工養殖したものが販売されています。

エンツュイ

体が菱形に見える小さいバッタで、飛びはしませんがよく跳ね
ます。畑、庭、道ばたの地面にいることが多く、体長は８㎜
前後でそれぞれ模様に変化があります。植物食でいろいろな
葉を食べ、成虫で越冬するので春先から見ることができます。

( 参考資料：動植物ガイド千代田の花・虫・鳥 )

★ NEWS ★
かすみがうら市の

市民憲章 と 花・木・鳥 が決まりました

市の鳥

「うぐいす」
春を告げる鳥として、心
を和ませてくれる美しい
鳴き声に、明るく希望に
みちた将来への願いを込
めています。

市の花

「あじさい」
小さな花が一つに集まり、
さまざまな土地に順応し
て大きな花を咲かせる姿
に、市民の和と繁栄への
願いを込めています。

市の木

　「くり」
古くから栽培され、全国
有数の産地として知られ
ており、枝もたわわに実
る姿に、豊かなめぐみへ
の願いを込めています。

　市では、市民憲章等検討委
員会を設置し、市民の皆さま
からのご意見をもとに、生活や
行動の規範となる「市民憲章」
と市のシンボル「花・木・鳥」
を制定、市の「花・木・鳥」に
ついてはデザイン化を行ない
ました。
　今後は、刊行物への掲載をは
じめ、市のＰＲやイメージアッ
プのために活用していきます。

市のＰＲシンボル

【問企画課　☎内線1561】

かすみがうら市市民憲章

　霞ヶ浦と常陸野の豊かなめぐみを受けるわたしたちかすみがうら市民は、

　魅力あるまちをめざして、ここに市民憲章をさだめます。

・自然を愛し、水とみどりの美しいまちをつくりましょう。

・ 互いに助け合い、安心して暮らせるまちをつくりましょう。

・ スポーツと文化に親しみ、うるおいのあるまちをつくりましょう。

・ 伝統がいき、若い力がのびるまちをつくりましょう。

・ みんながかがやき、活力あふれるまちをつくりましょう。


